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図 5:行動の初期確率に偏りを与えた場合 (u- V-9,W-0.2)
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利益 - (販売価格)×(販売個数)-(仕入れ価格)×(仕入れ個数). (26)
実験は､価格決定を1ターンとし､繰り返し100ターンまで行った｡
この設定においては､均衡における価格 ･取引量と利益は
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図 14:総余剰 (減少)
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